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門
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秋
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宏

１．はじめに

　南コーカサス地方の新石器時代を研究す
ることには、少なくとも２つの意義があ
る。１つは、南東アナトリアで始まったと
現在考えられている農耕牧畜経済が北方の
地域へ拡散した過程に関する考古学的証拠
を提供することである。もう１つは、農耕
牧畜経済の発達に伴う人々の生活や活動、
文化全般の変化―いわゆる「新石器化」―
の過程が南コーカサスの地で具体的にどの
ように起こったのかを明らかにすることで
ある。この２つを研究目的として掲げるこ
とによって、南コーカサスの新石器時代は
単なる地域史の一部ではなく、西アジア考
古学が抱える大きな研究課題の１つに資す

るフィールドとして役立てることができる
と考え、私たちはアゼルバイジャン共和国
で考古学調査を進めている。
　日本隊以外ではフランス隊やドイツ隊が
アゼルバイジャンやグルジア、アルメニア
において新石器時代遺跡の調査を最近進め
ている（西秋ほか 2009）。しかしながら、
当地における農耕牧畜の起源を探る研究
は、最近になって始まったわけではない。
唯物史観に基づくソビエト考古学の下、
1930年代頃から進められていたのである。
1960年代には、クラ川中流域に分布する新
石器時代のテル型遺跡が数多く調査され
た。その成果に基づいて1980年代には、当
地最古級の本格的初期農耕牧畜民が残した
シュラヴェリ・ショム文化が研究者のあい

南コーカサス地方の新石器時代
―ギョイテペ遺跡の第３次発掘調査（2010年）―

The Neolithisation of the Southern Caucasus: 
The 2010 Excavations at Göytepe, the Republic of Azerbaijan
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てである。日本隊が滞在したのは３週間弱
であるが、アゼルバイジャン隊はその前後
の期間を含めて数カ月におよぶ発掘調査を
行った。ここでは、日本隊が滞在した期間
に行われた調査の内容について報告する。

２．2010年の調査

　ギョイテペ遺跡の発掘調査は2008年に始
まったばかりである。当面の調査目的は、
１）新石器時代の居住層の全容を明らかに
し、その年代づけを行うこと、および２）
物質文化や生業活動、居住行動に関する証
拠を得ることである。この目的の下、遺跡
の発掘と層序の調査だけでなく、植物遺存
体の分析や遺跡周辺の地形調査も行ってき
た。
　これまでの調査としては、第１次発掘で
アゼルバイジャン隊が頂丘部に近い２Ｂ

区（10ｍ×10ｍ）を掘り下げた（図２）。
2009年には、２Ｂ区に隣接しテルの頂上に
さらに近い２Ａ、１Ａ、１Ｂ区がアゼルバ
イジャン隊によって発掘された。その結
果、約20ｍ×20ｍの範囲が地表下約２ｍま
で掘り下げられ、たくさんの泥レンガ製円
形建築遺構が検出された。それだけでな
く、幾つかの円形建築物が中庭を囲みなが
ら袖壁で連結される特徴的な配置も確認す
ることができた。この発掘区で日本隊は遺
構の層序点検を行い、結果として５つの建
築レベルが設定された。この他、日本隊は
ギョイテペにおける新石器時代の居住層が
どこまで深く連続するのかを調べるため、
テル裾野部に近い４Ｂ区の東半分（４Ｂ

Ⅱ）の発掘を行い。その結果７つの建築レ
ベルを仮に認定した。
　この成果を踏まえ、2010年の調査は３Ａ

区と３Ｂ区の発掘を主に行い、テル頂上部
と裾野部で2009年に検出された層序をつな

だで認識されるに至った。南コーカサスの
考古学研究には、新石器時代を単なる年代
や物質文化で定義するのではなく、その当
時の人々の生業活動や社会構造にアプロー
チする姿勢が根づいている。その姿勢は、
シリアやトルコ、ヨルダンにおいて現在行
われている数多くの新石器時代遺跡の調査
と方向性が類似するといえるだろう。
　日本隊の調査は、アゼルバイジャン国立
科学アカデミー考古民族学研究所のファル
ハド・キリエフらと共同で行っており、当
国西部に位置するギョイテペ遺跡（直径
140ｍ、周囲の地表面からの高さ８ｍ）の
発掘を中心に進めている（図１）。もとも
とこのテル型遺跡は、ソビエト時代にＩ． 
ナリマノフによって初めて調査が行われ、
1980年代に初期農耕村落遺跡として報告さ
れた（Narimanov 1987，1992）。その再調
査として2007年にアゼルバイジャン隊とフ
ランス隊が共同でテルの測量を行った。翌
年にアゼルバイジャン隊が発掘調査を開始
し、その時に日本隊の数名が予備調査とし
て初めて現地を訪れた。そして2009年には
日本隊も発掘調査を開始した。それまでの
調査経緯が昨年の報告会で発表された（西
秋・キリエフ 2010）。
　本報告は、筆者らがギョイテペ遺跡で
2010年８月中旬に行った第３次調査につい
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図１　南コーカサス地方の地図とギョイテペ
遺跡の位置
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げることを主な目的とした（図２）。３Ａ

区の発掘を進めたのはアゼルバイジャン隊
である。10ｍ×10ｍの区画を東西に二分
し、そのあいだに土層観察用の帯を残しな
がら発掘が行われた。その東隣の３Ｂ区の
西側半分（３ＢⅠ、５ｍ×10ｍ）の発掘を
日本隊が担当した。日本隊はそれに加え、
テル裾野部（４ＢⅠと４ＢⅡ区）の発掘も
継続し、昨年設定した層序の再点検を行う
と共に、より古い時期の新石器時代居住層
の検出に努めた。また、植物遺存体の回収
も昨年に続いて行った。その成果の概要に
ついて次に述べる。

３．発掘調査

（１）建築レベルの設定

　まず、2010年の発掘調査における最大の
成果は、テル頂上部の発掘区（１Ａ、１

Ｂ、２Ａ、２Ｂ）と裾野部（４ＢⅡ区）に
おいてそれぞれ別に設定されていた建築レ
ベルを層位的につなげることができたこと
である。結果として、約7.5ｍの堆積に13

の建築レベルが同定された。この建築レベ
ルは、限られた発掘面積で露出した建築物
や層序に基づいた暫定モデルであり、調査
の進展に伴ってレベルの数が多少変更され
る可能性もある。
　こうした前提に基づいて、レベル１（最

2

3
4

1

A
B

I II

I II

I II

I II

I II
I II

Trench 4
Trench 3

Trench 2

Trench 1

図２　ギョイテペ遺跡の平面図と発掘区（原図は B. リヨネ氏による）
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上）からレベル12のあいだの幾つかの層か
ら13個の放射性炭素同位体の年代値が得ら
れている。どの較正年代も紀元前６千年紀
の範囲に収まり、これまで検出された建築
レベルがすべて新石器時代であることが示
されている。興味深いことに、どのレベル
の年代値も、可能性の幅が紀元前６千年紀
の半ば200年のあいだに集中している。こ
れは、レベル１から12が最大でも200年以
下のあいだに形成された可能性が十分ある
ということを示す。
　いずれにしても、テルの最下層にはまだ
達していない。テルの高さは周囲の地表面
から８ｍであるが、実際はテルの裾が埋も
れている可能性も十分ある。ギョイテペで
は、これまで頂丘から約7.5ｍ下の堆積ま
でを調査したが、あともう少しでテルの最
下層に達するのか、それとも新石器時代の
居住層がさらに続くのか、あるいは新石器
時代より古い堆積が存在するのかを突き止
めるのが来年度以降の課題である。

（２）円形建築物の調査

　第１次、２次に続き、第３次の発掘調査
でも幾つかの泥レンガ壁円形遺構が発見さ
れた。この遺構はシュラヴェリ・ショム文
化に特徴的な建築形態であり、メソポタミ
ア地方のハラフ文化の遺跡で見られるトロ
スに一見類似する。両文化の年代が一部重
複するのが示唆的であるが、両者の建築に
は違いも存在する。例えば、シュラヴェリ・
ショム文化の遺跡には矩形の建築物がほと
んど伴わず、円形建築物が袖壁で連なる配
置が特徴である。
　シュラヴェリ・ショム文化の円形建築に
見られるサイズの変異が機能の違いを示す
のではないかという指摘が早くからされて
いる。例えば、ショムテペを発掘したナリ

マノフは、最大で直径3.7ｍの大型グルー
プは住居であり、直径２ｍを超えない小型
グループは貯蔵庫など付随的な家屋だろう
と述べている（Narimanov 1992:12）。
　しかしながら、建築物の機能を考古学的
に証明するのは容易な作業ではない。とい
うのも、新石器時代以降の居住民はしばし
ば床掃除を行い、作業の痕跡を消してしま
うからである。メソポタミアやレヴァント
地方の地中海性気候帯に分布する初期農耕
村落遺跡の場合、活動内容を示すような遺
物が床面に大量に残されている例は、焼失
家屋を除けばほとんどないといってよい。
　ところが、ギョイテペの場合、何らかの
活動で使用された道具や、その結果生じた
廃物が活動場にそのまま残されているよう
な状況が散見される。例えば第２次調査で
は、磨石が石皿の上に置かれたまま、製粉
作業の途中で残されたような状態が発見さ
れた。また、大型の石刃や骨角器、あるい
は完形に接合復元できる土器片の集中部が
円形遺構に近い屋外から検出されたりして
いる。大型の廃物は日常の生活場から離れ
たところに除去されるのが考古遺跡や民族
誌では通例であるが、ギョイテペ居住民の
場合、廃物の除去活動がやや緩やかなよう
である。
　第３次の発掘では、このような見解をさ
らに補強する証拠が３ＢⅠ区で発見され
た。そこで発見された円形遺構の壁は南部
分のみ残存していたが、およそ直径５ｍ位
だったと推測される。床面の中央付近に敷
石炉が設置され、その周囲に骨角器や石
器、動物骨、大型の土器片が集中して分布
していたのである（図３）。動物骨には肩
甲骨や長骨など大型の骨が多く含まれてお
り、それを素材として骨角器の製作が行わ
れていた可能性も想起されるが、それを証
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明するには遺物の分析が必要である。
　円形遺構に関するもう１つの発見は入り
口である。ギョイテペの円形遺構は、壁の
残りがよく１ｍ位に達する場合も少なくな
いが、これまで明確に入り口が検出された
例はほとんどなかった。2010年の発掘で
は、４ＢⅠ区の南東隅付近に２つの建築レ
ベルにわたって直径２ｍほどの円形遺構が
検出されたが、下のレベルに属する円形遺
構の壁の北部分でレンガが途切れている部
分が認められた（図４）。

（３）貯蔵施設と石弾・土弾

　シュラヴェリ・ショム文化の遺跡では円
形遺構が袖壁によって連結する配置が特徴
的あることは述べたが、袖壁で屋外の空間
を仕切ることには何か意味があったかもし
れない。その証拠に、ギョイテペでも屋外
にたくさんの遺構や遺物が残されており、
そこで様々な活動が行われていたようであ
る。
　2010年に発見された屋外の遺構として目
立ったのは、貯蔵施設である。テル裾野部
４ＢⅡ区の北西部において、５つの円形貯
蔵施設（直径50-60㎝）が密着して設置さ
れており、その近辺にさらに２つの小型

の貯蔵施設が隣接していた（図５）。口縁
まで残っている貯蔵施設の壁の高さは約50

㎝であった。これと類似した遺構はシュラ
ヴェリ・ショム文化の他の遺跡でも報告さ
れており、ギョイテペでもテル頂上部の発
掘区で幾つか発見されている。しかし、こ
の遺構が地上式か地下式かこれまで不明確
であった。今回の調査によって発見された
貯蔵施設の内２つが円形建築物の壁に密接
して構築されており、建築壁の基礎とレベ
ルと比べることができた。その結果、貯蔵
施設の下部が円形建築物の壁底よりも下に
位置していたことが分かったため、貯蔵施
設は半地下式であった可能性が高い。
　問題はこの貯蔵施設に何が入っていたか
ということである。まず、埋土に自然石が
ランダムに混入する例や、泥レンガが積ま
れている例がある。これらは、容器施設が
廃棄された後、その空隙を埋めるための詰
め物であろう。その他の容器では、大型の
骨角器や磨石が入っていた（図６）。これ
らは、欠損品の廃棄物かあるいは一時的に
保管された道具がそのまま放棄された結果
であろう。
　食料が貯蔵された可能性も考えられる。
しかし残念ながら、炭化穀物粒が底に集中

図３　円形遺構の床面上に残されていた骨
角器、石器、動物骨、土器片の集中（３
ＢＩ区）

図４　入り口が確認された円形遺構（写真右）
と泥レンガの集積（写真左）（４ＢＩ区）
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していた状況はどの貯蔵施設にも発見され
なかった。ただし、埋土から土壌標本を計
画的に採取し、水洗選別を行って炭化物を
回収した。その分析が現在進行中である。
特例として、白い繊維状の物質が容器の底
に４㎝ほどの厚さで堆積していた貯蔵施設
があった。その直上に完形の磨石２つが置
かれていた。この白い繊維状物質は、ギョ
イテペの円形遺構内の床付近や屋外で薄い
層状に堆積しているのが随所で確認されて
いる。この物質は何らかの植物遺存体であ
ると推測されるが、それを確実に同定する
ことによって、屋内外の場の利用や貯蔵施
設の機能に関する証拠が得られると期待し
ている。
　屋外におけるこの他の発見物として注目
されるのは、土弾や石弾の集中部である。
この種の遺物もシュラヴェリ・ショム文化
の遺跡から頻繁に報告されているが、その
機能についてはよく分かっていない。2010

年のギョイテペの発掘では４ＢⅠ区におい
て、土弾や石弾が混在した集中部が、円形
建築壁の外側に隣接して発見された。これ
は、土弾と石弾が少なくとも同様な機能を
有していたことを示す証拠となるであろ
う。さらに、４ＢⅠ区の同じ建築レベルに
おいて、たくさんの泥レンガが集積した遺

構が屋外に発見された（図４）。建材置き
場かもしれない。

４．植物遺存体の研究

　ギョイテペ遺跡では自然遺物が良好に残
存している。動物骨の回収は通常の発掘作
業でも行うことができるが、植物遺存体の
回収には計画的な土壌サンプリングが必要
である。ギョイテペでは屋内外の活動場と
思われる場所や炉、貯蔵施設の堆積を選択
的にサンプリングすると共に、その付近の
堆積も比較標本として回収している。2010

年は３ＡⅡ、３ＢⅠ、４ＢⅠ、４ＢⅡの発
掘区から36サンプル（計115リットル）の
堆積を採取した。現地で水洗選別を行った
結果、多くのサンプルから裸性オオムギの
粒と穂軸が検出された。　　　　　　　　
　

５．まとめと展望

　2010年の調査で得た大きな成果は、約7.5
ｍの堆積に対する建築レベルを仮設できた
ことであろう。このモデルは今後の発掘で
検証していく必要があるが、当面はギョイ
テペにおける新石器時代の居住史を明らか
にすると共に、物質文化や生活の通時的変
化をたどる枠組みとして有効であると思わ
れる。その材料となる人工遺物と自然遺物

図５　小型円形貯蔵施設の集中部（写真右）
　　（４ＢⅡ区）

図６　貯蔵施設に残されていた骨角器
　　（４ＢⅡ区）
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の回収も計画的に行っている。
　南コーカサスにおける新石器化のプロセ
スと特徴を明らかにするという目標の達成
に向けて調査はまだ開始されたばかりであ
るが、検討に値する課題が得られている。
１つは、ギョイテペにおける裸性オオムギ
とコムギの卓越である。これらの種類はム
ギ栽培の起源地と考えられているトルコや
シリアの初期農耕遺跡における出土は少な
い。これらの地域から農耕が南コーカサス
へ波及したならば、なぜ起源地で少ない種
類が波及先で卓越するのかが説明されなけ
ればならない。もう１つは、ギョイテペに
おける居住の特徴である。約7.5ｍの堆積
が最大でも200年足らずで残されたという
予察が得られているが、堆積速度が速いと
いう印象を受ける。テルの堆積速度は、泥
壁住居の建築と廃棄のサイクルの速度にも
関わる問題である。さらに、ギョイテペで
は活動場に残された遺物が多く、廃物除去
が比較的緩やかであるという観察結果を考
慮すると、居住民の移動性という問題が検
討に値すると考えている。この検討に資す
る良質なデータを回収・分析することが今
後の課題である。
　なお、日本隊の調査は平和中島財団国際
学術研究助成金（代表：西秋）と高梨学術
奨励基金助成金、日本学術振興会特別研究
員奨励費の交付を受けて実施した。
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